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1５ １４ 1３ 1２ 1１
内
麿
流
。
ｏ
俊
信
ｌ
顕
業
Ｉ
俊
経
ｌ
親
経
良
門
流
清
隆
ｌ
光
降
ｌ
雅
降
国仲ｌ盛重Ｈ“癖ｌ信盛
高
階
氏
●
■
●
■
■
■
■
■
■
。
◎
重
仲
ｌ
泰
重
Ｉ
（
泰
経
）
貞
嗣
流
■
■
■
■
■
□
■
■
．
。
◎
突
兼
１
通
範
ｌ
成
範
長
家
流
◎
ｏ
俊
忠
ｌ
忠
成
Ｉ
（
光
能
）
宇
多
源
氏
。
。
。
ｏ
政
長
ｌ
右
賢
ｌ
資
質
ｌ
資
時
為忠Ｈ鱗Ⅱ｛賎
五、院司藤原光能の場合
以上、院司公卿等についてみたが、さらに、院司の側面を補足（通）
的に考察するため、任音心に、後白河院政期における院司藤原光能
について、玉葉の記述を示すと、つぎのとおりである。
Ⅲ安元一一年十二月五日条
（Ｄ表）によれば、家系別院司勢力の分布において、主として、
①高藤流（藤原経房など）、②師実流（藤原忠雅など）、③公季
流（藤原公教など）、④桓武平氏（平清盛など）の四勢力が、後
白河院政期の院庁機構を占めていたと思われるが、中でも、自己
の武力を有する清盛を中心とする平氏一門は、治承三年のクーデ
ター（平氏政権の確立）の時期まで、後白河院政を支える軍事力
（ｕ）
の中心として重要な役割を果したことは、周知の事実である。
註（週）Ｄ表では、紙幅の関係もあり、系図を簡略にするため、
例えば、玉葉などに記述の院司平知盛、平通盛、藤原邦
綱、源季長等、すなわち、院司の一部について記載を省
略
し
た
こ
と
を
付
記
す
る
。
（ｕ）最近における院政期の研究では、院政と軍事力の問題が
焦
点
と
な
っ
て
お
り
、
田中文英「院政期における政治史研究の一前提ｌ政治権
力
の
武
力
構
成
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
日
本
史
研
究
一
二
二
号
）
石
井
進
「
院
政
期
の
国
衙
軍
制
」
（
法
制
史
研
究
二
○
号
）
井
上
満
郎
「
院
政
政
権
の
軍
事
的
編
成
」
（
史
林
五
五
’
三
）
な
ど
の
諸
論
文
が
あ
る
。
五
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此日、京官除目也、（中略）除目了、於二中門廊辺一関白召二五位蔵
人一人『騏叫芥二被〆仰。下蔵人頭二人碇稗濡瀝搾鋼牽衆庶無し不し驚二耳
目『（中略）而定能以二院之近臣『超。越知盛入道相国厳愛之息子「
。
◎
当時無隻之権勢、又位階上臆也、而光能以二院之近臣『超コ越此外「
②安元一一一年正月廿一一一日条
。
Ｃ
Ｏ
ｏ
頭右中将光能朝臣為二院御使一来、余（兼実）着二直衣一出逢、光能
（除か）
先居一一長押下『依余目一入二座末『居二余座下方板敷『瀬伝一一勅命一云、
③安元一一一年一一一月五日条
此日有一一任大臣事「以一一内大臣師長「任二太政大臣「以二左大将重
盛「任二内大臣『以一一前大納言実定「還。任大納一一一一只内弁三条大納言
実房、宣命使堀川宰相頼定、外弁上卿別当忠親、召二少納言惟基一
。
ｏ
云々、頭右中将光能朝臣奉行云戈、
凶
安
元
三
年
五
月
十
一
日
条
今月座主宣命被二受取一云々、少納言惟基、上卿権中納言実綱卿
。
ｏ
云戈、又前座主明雲可レ被し勘二罪名一云々、頭右中将光能朝臣宣下、
左大臣云々、以レ史被レ下、右中弁経房朝臣云々、宣旨状、「安元
三年五月十一日、宣旨、前延暦寺座主僧正明雲条々所犯事、（中
略）仰下。知明法博士等『就二彼条々所犯『令し勘。申明雲所当罪名「
。
◎
蔵人頭右近衛中将藤原光能」
⑤
安
元
三
年
六
月
四
日
条
去夜亥刻、入道之許、搦召之輩六人云（中略）已刻、大夫史隆職
示送云、去夜有下被一一抑下一〔之〕事上、上卿源大納言定房、職事頭権
。
◎
中将光能朝臣、被レ行二停任事一也云々、山城守中原基兼、（中略）
已上四人宜レ解。却見任一云々、件事入道申し院、自レ院以二親宗御教
法
政
史
学
第
二
十
六
号
。
◎
書「仰。遣光能朝臣『
⑥
治
承
二
年
六
月
八
日
条
頭権大夫光能朝臣来、余（兼実）相逢申二新制条々「蝉劉紙一光飴朝
。
◎
臣云、今ｐＨ可し被し仰。含入道相府之許一云々、
、
怡
承
二
年
七
月
廿
九
日
条
。
ｏ
伝聞、去月十七日被レ下一一新制十七ケ条『光能朝臣奉行云々、
⑧
治
承
三
年
七
月
廿
八
日
条
又申云、去廿五日、叡山凶悪党衆等、可一一追討一之由、被し下二宣
旨「其状如レ此、「治承三年七月廿五日、宣旨、叡山堂衆等、不し
樋二勅制「不し拘二座主制止「狼成一一狼戻『（中略）宜レ令二検非違使。。
搦進『至下干逃。移諸国一者上、仰二宰吏一召。進其身「」奉行職事光能
云ぺ件宣旨、初可レ遣二追討使一之由被〆載、
⑨
治
承
三
年
十
一
月
十
七
日
条
今日有二解官除目等一載レ左、「治承一一一年十一月十七日解官、太政
大臣藤原朝臣、権大納言按察使源資賢、（中略）参議右兵衛督阜
。
。
〔太〕后大夫藤原光能、（下略）」
⑩
養
和
一
一
年
三
月
九
日
条
見二間書『権大納言兼雅卿、（中略）弛飴卿溌、泰経朝臣轤等
皆以還任了、几去治承一一一年解官之人々、去冬今春除目、過半還補
了鰍、⑪
寿
永
元
年
十
月
廿
一
日
条
此日大嘗会御模行幸也、仁》末節下内大臣宗盛蝉兵、御前長官別当
０
○
実宗卿、御後長官右丘〈衛督光能、装束司長官左衛門督時忠、次官
左中弁兼光等也、
’一一一ハ
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六
、
結
び
に
代
え
て
従
来
か
ら
、
院
政
体
制
に
つ
い
て
は
、
白
河
院
政
以
来
、
既
存
の
律
令
政
治
機
構
（
朝
廷
）
の
外
に
創
設
さ
れ
た
院
庁
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
、
そ
の
Ｂ註
、.ノ
後
白
河
院
政
期
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
（
石
塚
）
藤
原
光
能
の
略
歴
（
公
卿
補
任
）
を
示
す
。
長
承
元
年
出
生
（
父
、
民
部
少
輔
従
五
位
上
藤
原
忠
成
）
久
安
二
年
（
嘔
才
）
叙
爵
長
寛
二
年
（
鋼
才
）
従
五
位
上
永
萬
元
年
（
弘
才
）
下
野
守
（
元
散
位
、
懐
遠
辞
替
）
仁安二年（拓才）正五位下（朝観行幸賞、院司、下野守）
ｌ
右
少
将
ｌ
従
四
位
下
（
臨
時
、
下
野
守
右
少
将
）
仁
安
三
年
（
酊
才
）
皇
后
宮
権
亮
ｌ
従
四
位
上
（
皇
太
后
入
内
賞
）
ｌ
正
四
位
上
（
朝
観
行
幸
賞
、
右
少
将
皇
太
后
官
権
亮
）
承
安
元
年
（
如
才
）
右
中
将
（
元
少
将
）
安
元
二
年
（
妬
才
）
蔵
人
頭
（
右
中
将
如
元
）
治
承
元
年
（
“
才
）
皇
太
后
宮
権
大
夫
治
承
三
年
（
蛆
才
）
右
兵
衛
督
（
蔵
人
頭
権
大
夫
如
元
）
－
任
参
議
（
皇
太
后
宮
権
大
夫
右
兵
衛
督
如
元
）
Ｉ
勅
勘
解
官
鰍
（
前
参議）
治
承
四
年
（
⑬
才
）
被
免
勅
勘
（
前
参
議
）
養
和
元
年
（
卯
才
）
被
聴
朝
参
ｌ
正
四
位
下
、
参
議
還
任
ｌ
叙
従
三
位
寿
永
元
年
（
矼
才
）
兼
左
兵
衛
督
、
任
丹
波
権
守
寿永二年（駆才）左兵衛督、丹波権守ｌ正一一一位（行幸院
賞
、
別
当
）
ｌ
辞
所
職
、
以
男
前
淡
路
守
則
光
甲
任
左
少
将
ｌ
即
出
家
、
即
蕊
。
な
お
、
小
稿
で
示
し
た
年
令
は
す
べ
て
数
え
年
で
あ
る
。
、
院庁には新しい政治的階層が結集し、院司を構成し、また、特に
（焔）
院
政
の
実
力
者
と
い
わ
れ
た
院
近
臣
が
出
現
し
た
こ
と
。
そ
し
て
、
院
庁
の
組織は院政時代をとおして漸進的に整備され、まず、専制主義者
で
あ
る
院
（
Ⅱ
上
皇
）
を
頂
点
に
、
別
当
（
執
事
、
執
権
、
年
預
）
が
院
中
の
政
務
を
執
行
し
、
そ
の
下
に
、
判
官
代
・
主
典
代
・
庁
官
、
お
よ
び
、
蔵
人・非蔵人、ならびに所衆、北面武士等が置かれ、さらに伝奏も
設置された（このうち執事別当、伝奏は後白河院政期の新設とい
（Ⅳ）
わ
れ
る
。
）
と
い
う
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
院
政
の
独
自
性
が
評
価
さ
れ
て
お
り、一応、そこには政治史上における院政の歴史的位置づけがな
されている。
と
こ
ろ
で
、
一
方
、
院
政
体
制
を
支
え
る
院
司
に
つ
い
て
は
、
綴
え
後
白
河
院
政
期
を
中
心
に
院
司
公
卿
等
を
考
察
し
た
と
お
り
、
Ⅲ
「
院
庁
下
文
署名者数と公卿数の対比表」にゑる見任公卿に占める院司の割合、
②宣旨・官宣旨の署名者の中に、院庁下文・院宣の署名者（院司）
を散見すること、③院司についての記述（例えば、藤原光能の場
合）などの態様から、院司が既存の律令政治機構から分離した院一
政体制独自の構成員ではなく、それは、朝廷の見任公卿および非
見任公卿による院司兼任、ないし、院司による律令制官職の帯有
であり、院司の性格は本質的には律令政治機構の構成員であった
ことが指摘される。いうなれば、これは院政体制の人的構成にお
け
る
非
独
自
性
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
院
政
時
代
（
白
河
院
政
期
以
降
）
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
態
様
は
、
一
応
、
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に、院政時代の政治形態に関する橋本氏の見解があり、Ⅲ白河．
＝
一
七
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鳥羽院政期の記録や院庁文書を検討しても、現在、常識化してい
る院政の図式を裏付け得る史料は見当らない。②院庁の牒・下文
の内容は院政の存在を否定する。③公卿定、外記政・検非運使庁
政、あるいわ、宣旨・院宣の機能をふると、国政は大政官を中心
とする律令政治機構（蔵人所、検非運使庁等を含むＪによって運
営されたと判断する。側院は任官叙位の権を挺子として律令官僚
制に密着した宮廷貴族を掌握し、政務の最終伽茄裁断と指示・
命令の実権を握っていた。……と説明されている。また、最近で
は、後白河院政期における院司の知行国制への進出について、前
代に院庁に結集した受領層（院司）がやがて公卿に昇進するに伴
い、院分受領国の国務沙汰権（知行）を個別的にこ』邸の院司ま
たは院近臣に付与するようになったとする石丸氏の見解、さらに、
院近臣等による白河・鳥羽・後白河院政期における検非運使職へ
（別）
の進出状況を整理された満冨氏の論稿もあり、院政体制と律令政
治機構との有機的な相関関係が追究されている。
もちろん、院司の存在は後白河院政期だけの問題ではなく、白
河・鳥羽院政期を含めた院政時代をとおしての研究対象であるこ
とはいうまでもない。しかるに、小稿において考察の対象を後白
河院政期における院司（院司公卿等）としたのは、院政体制が本
質的には律令政治機構を一歩も出ておらず、院の個人的な専制権
力に集中的に依存したこと、および、このデスポテイズムを代表
（皿）
する歴史的存在が後白河院であったことにかんが承、その院庁を
構成した院司について意識したためである。
法
政
史
学
第
二
十
六
号
註（
蛆
）
竹
内
理
三
「
貴
族
政
権
と
そ
の
背
景
」
（
律
令
制
と
貴
族
政
権
第
二部所収）一一一一一’一一一一四頁。↓院政の成立と構造
（Ⅳ）渡辺直彦「嵯峨院司の研究」（日本古代官位制度の基礎
的研究所収）二五九’二八一一一頁。
竹内氏前掲論文「院政」一八五’一八七頁。↓院庁の組織
吉村茂樹「院政」（日本歴史新書）七五’一○四頁。↓
院
庁
の
組
織
及
び
政
務
橋
本
義
彦
「
院
政
機
構
図
」
な
ど
（
永
原
慶
二
他
編
、
中
世
史
ハ
ンドブック所収）二六五頁、二七○頁。
（出）橋本義彦「院政期の政治形態」（史学雑誌七四編一二号）
八八’八九頁。
（四）石丸煕「院政期知行国制の一考察」（北大文学部紀要二
八
号
）
五
九
’
一
一
九
頁
。
（別）満冨真理子「院政と検非運便」（史淵第百四噸）九九’
一三九頁。
（虹）石母田正「古代末期政治史序説（下）」一一一五七’四四二頁。
吉村氏前掲書一三○’一一一一五頁、一四九’一五一頁。
（付記）
「小稿は、昭和四十七年十一月二十五日、法政大学史学会大
会において口頭で報告した「院宣等からふた後白河院政期」
、
、
、
を若干補足してまとめたものである。
八
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